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オ
ー
ル
五
城
目
生
活
応
援
商
品
券
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が

収
束
に
至
ら
ず
、
町
内
の
経
済
に
甚
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
続
け
、
原
油
価
格
等
の
高
騰
、

急
激
な
物
価
上
昇
を
招
く
と
と
も
に
、
町
民

の
消
費
行
動
を
減
退
さ
せ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
町
民
の
消
費
喚
起
に
よ
り
町
内
商
工
業

者
を
支
援
す
る
た
め
、「
オ
ー
ル
五
城
目
生

活
応
援
商
品
券
」
を
発
行
し
ま
す
。

▼
支
給
対
象
者

令
和
４
年
６
月
１
日
時
点
で
五
城
目
町
に

住
民
票
が
あ
る
方
を
対
象
と
し
、
同
日
以
降

令
和
４
年
12
月
30
日
㈮
ま
で
に
出
生
の
届
出

を
し
、
当
該
世
帯
に
登
録
さ
れ
た
方
も
対
象

と
し
ま
す
。

▼
商
品
券
の
種
類

・
７
、０
０
０
円
分

　
　
　

 （
１
、０
０
０
円
券
×
７
枚
）

・
３
、０
０
０
円
分

　
　
　
　
　
（
５
０
０
円
券
×
６
枚
）

※�

ど
ち
ら
の
券
も
、
全
て
の
取
扱
店
で
使
用

で
き
ま
す
。

▼
使
用
期
間　

商
品
券
が
お
手
元
に
届
い
た
日
か
ら
令
和

４
年
12
月
31
日
㈯
ま
で

◆
商
品
券
取
扱
店
の
登
録

前
年
度
に
登
録
の
あ
っ
た
事
業
所
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
も
引
き
続
き
登
録
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

新
規
に
登
録
を
希
望
さ
れ
る
事
業
所
の
方

に
つ
い
て
は
、
町
商
工
振
興
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　
７
月
31
日
㈰

※�

取
扱
店
の
一
覧
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問　
町
商
工
振
興
課（
☎
８
５
２
・
５
２
２
２
）

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
、
食
費
等
の
増
加
に
よ
る
経
済
的
負
担

が
多
く
な
っ
て
い
る
低
所
得
の
子
育
て
世
帯

の
生
活
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
子
育

て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
」
を
支
給
し

ま
す
。

▼
支
給
対
象
者

❶
❷
の
両
方
に
当
て
は
ま
る
方

❶�
令
和
４
年
３
月
31
日
時
点
で
18
歳
未
満

の
児
童
（
障
害
児
の
場
合
、20
歳
未
満
）

を
養
育
す
る
父
母
等

❷�

令
和
４
年
度
住
民
税
（
均
等
割
）
が
非

課
税
の
方
ま
た
は
、
令
和
４
年
１
月
１

日
以
降
の
収
入
が
急
変
し
、
住
民
税
非

課
税
相
当
の
収
入
と
な
っ
た
方

▼
支
給
額　
児
童
１
人
当
た
り
５
万
円

▼
支
給
方
法

・�

令
和
４
年
４
月
分
の
児
童
手
当
受
給
者
で

住
民
税
非
課
税
の
方

申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
７
月
上
旬
に

児
童
手
当
を
支
給
し
て
い
る
口
座
に
振
り
込

み
ま
す

・
前
記
以
外
の
方

申
請
が
必
要
で
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
健
康
福
祉
課
窓
口
に
あ
る
申
請
書
類
を

ご
記
入
の
上
、
必
要
書
類
と
と
も
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
給
付
金
は
、
県

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

問　
町
健
康
福
祉
課（
☎
８
５
２
・
５
１
２
８
）

生
活
支
援
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す

▼
家
計
急
変
世
帯

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
該
当
す
る
方
以
外

の
世
帯
の
う
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
て
令
和
３
年
１
月
以
降

の
家
計
が
急
変
し
、
世
帯
員
全
員
の
そ
れ
ぞ

れ
の
１
年
間
の
（
給
与
収
入
、
事
業
収
入
、

不
動
産
収
入
、
年
金
収
入
の
経
常
的
な
）
収

入
見
込
額
が
住
民
税
の
非
課
税
と
な
る
水
準

に
相
当
す
る
額
以
下
で
あ
る
世
帯
が
該
当
し

ま
す
の
で
、
町
総
務
課
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書
を
取
得
し
、
記
入
の
う

え
関
係
資
料
を
添
付
し
町
総
務
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
は
、
令
和
４
年
９
月
30
日
㈮
で

す
。
忘
れ
ず
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

前
記
に
関
わ
ら
ず
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
る
方
の
扶
養
親
族
等
の
み
で
構
成
さ

れ
る
世
帯
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

問　
町
総
務
課
（
☎
８
５
２
・
５
３
３
２
）
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町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
経
済
対
策
と
し
て
、

町
内
の
取
扱
店
で
使
用
可
能
な
商
品
券
１
万
円
分
を
全
町
民
に
配
布
す
る

「
オ
ー
ル
五
城
目
生
活
応
援
商
品
券
事
業
」
や
、
住
民
税
非
課
税
の
子
育
て

世
帯
へ
５
万
円
を
支
給
す
る
「
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。
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町では、地域活性化や地域課題の解決に役立つ活動を
促進するため「五城目町クラウドファンディング活用支
援事業補助金」を創設しました。

地域づくり団体等が提案する事業に対し、ふるさと納
税制度を活用した寄付金を原資に、補助金を交付します。

事業実施を希望する団体等は、町まちづくり課（☎
852・5361）へご応募ください。

クラウドファンディングとは
　特定の事業への支援を目的として、インターネット等
を通じて広く不特定多数の方から寄付金を集める資金調
達の方法をいいます。
　この事業は、「ふるさと納税制度」を活用して町が抱
える課題を解決するため、寄付金の用途をより具体的に
プロジェクト化し、そのプロジェクトに共感いただいた
方々から寄付を募ります。
▶募集内容
❶地域活性化に役立つ事業
❷地域の課題解決に役立つ事業

❸寄付金の目標金額を100万円以上とする事業
❹寄付金が目標金額に達しない場合でも実施する事業
❺その他、町長が適当と認める事業
▶事業対象経費
　事業実施のために必要な経費

南秋地域公共交通活性化協議会（五城目町・八郎潟町・
大潟村）では、将来にわたり持続可能な地域公共交通を
構築するため、平成29年度に「南秋地域公共交通網形
成計画」を策定し、広域マイタウンバスの運行など地域
公共交通の再編を進めてきました。

あらためて皆さまの日常生活でのお出かけの状況や、
路線バス等の公共交通の利用状況、交通サービス等への
評価を把握し、次期計画づくりの重要なデータとするた
め、下記のとおりアンケート調査を実施します。

調査の対象となりました皆さまには、７月上旬にアン
ケート調査票を発送予定です。皆さまのご協力をお願い
いたします。
◆住民アンケート調査
▶︎調査対象　�五城目町・八郎潟町・大潟村に住む18歳

以上の方から抽出した3,000人
◆高校生世代アンケート調査
▶︎調査対象　�五城目町・八郎潟町・大潟村に住む高校生

世代の方

※�調査は無記名で行いますので、個人が特定されること
はありません。

※�本調査のほか、利用者向けのアンケート等も実施予定
です。

お問い合わせ　町まちづくり課（☎852・5361）

お問い合わせ　南秋地域公共交通活性化協議会 事務局 町まちづくり課（☎852・5361）


